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１． はじめに 

2002 年度では日本の全発生量の約 57%が農業からの発生しており（環境省, 2002）、発生の

実態を調べることは重要である。N２Oは温暖化ガスであるだけでなく、大気中で酸化されNOXへ

と成層圏オゾン層の衰退に作用するため、地球環境

に与える影響は大きい。 

本研究では家畜糞尿を堆肥として還元利用してい

る傾斜牧草地において、糞尿散布に伴うN2Oガスの発

生について調べた。 
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２． 試験地および調査時期 

試験は岩手県滝沢村大石渡の牧草地（リードカナ

リーグラス）にて行った。試験地の面積は約 2ha で、

北西から南東の方向に約 5.5 度の傾斜地である。 

調査は 2004 年 8 月 26 日から 2004 年 12 月 1 日に

行った。 図１ チャンバー設置地点と高度差 

３． 実験方法 

牧草地の斜面下部から上部にかけて 10m間隔に定めた 15地点においてガスを採取した（図 1）。

各地点では、クローズドチャンバー法を使用してチャンバー内のガスを実験開始後 0,15,30 分

に採取した。採取したガスのN２O濃度はガスクロマトグラフにより求めた。 

ガスのフラックスは(1)式で推定した

（De Mello and Hines, 1994）。 

Jgはガスフラックス[g/m2/s]、Vはチャ

ンバー体積[m3]、Aはチャンバー断面積

[m2]、ｔは経過時間[h]、Cmaxは最大ガス

濃度[g/m3],C0は初期ガス濃度[g/m
3]、

C(t)は時間ｔにおけるガス濃度[g/m3]、k

は実験定数である。 

ｋと Cmax の値は実測ガス濃度変化に(2)式を当てはめて決定した。 
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４． 結果と考察 

図 2～4 はガス採取日別のN2Oガスフラックスを測定した地点ごとに表した。夏期糞尿散布は

2004 年 8 月 2 日（積算日数 214 日）に、秋期尿散布は同年 10 月 26 日（積算日数 300 日）、糞

の散布は同年 11 月７日（積算日数 312 日）に行われた。尿散布前、散布直後では小さかった

N2Oガスフラックスが、尿散布後 9 日の積算日数 309 日に最も高い値を示し、その後減少して

いる。糞散布前後での特に大きな増減は見られなかった。 
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図 5は同一実験日の斜面全体平均N2O
ガスフラックスと、TDRによって測定し

た斜面全体平均含水率の経日変化を示

している。  

 N２Oガスの発生は、尿散布後 1 週間に

おいて最も高い値を示し、その後減少

した。また、総N2Oガスフラックスの変

化は含水率の変化と連動しており、含

水率とN2Oガスフラックスの関係は深

いと推定できる。これは土壌の脱窒作

用が嫌気性下で活発に行われるため、

含水率が高いと土壌が嫌気状態となり、

脱窒作用が促進されるためと考えられ

る。 
５． 今後の課題 
N2Oガスフラックスの計算の精度を高

めるため、クローズドチャンバー法によ

るガス採取時間の検討が必要である。 
秋期におけるデータしか得られなか

ったため、年間を通してのガス採取･解

析が必要である。 
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図 5 斜面に沿った斜面全体平均N2Oガスフラックスと 
基準杭からの距離 [ m ]
図 3 斜面に沿った秋期尿散布 2,9,15日後の 
図 4 斜面に沿った秋期尿散布 21,29,36日後の 
基準杭からの距離 [ m ]
図 2 斜面に沿った夏期糞尿散布 24,47日後の 
含水率の経日変化[尿散布日300日, 糞散布日312日] 


